（制定）2025.4.1
一般財団法人 住総研
住教育授業づくり助成 応募申請書　（大学用）翌年実施
一般財団法人 住総研　御中　　　　　　　　　　　　　　　　申請日（西暦）20   年　　月　　日
下記の通り「住教育授業づくり助成」に申請します。

＊記入に当たって：行が足りない場合、適宜、行を増やしていただいてかまいません。
	申請者氏名
ふりがな
	


	学校名
※略称ではなく正式名を記載
	

	国立/公立/私立 区分
	

	上職者氏名
※名前の横に公印を押す
※申請者と同人物でよい
	

	実施する授業のタイトル
※実施内容がわかるものを記載
	

	住教育の領域
※下記から１つを選択
A　人と住まい
B　住まいの空間と構成
C　住まいと社会
D　住まいと環境
	

	実施を行う枠組み
（講座、研修会、ゼミ、ワークショップなど）
	

	講座・研修会・ゼミの名称
	

	学年，人数
	　　　年　総勢　　　人

	実施予定時期，授業回数
	時期：
授業回数：

	E-mailアドレス
※申請者が当財団との連絡に使えるものを記載
	

	大学住所
※都道府県から記載
	〒


	電話番号
※携帯電話でも可
	

	今までに実施したことのある、住まいやまちに関する学習
※簡単な内容を記載
	

	この助成にご応募される契機となったもの
※チラシの場合は入手経路も記載
	




実施予定の授業内容について
＊記入に当たって：行が足りない場合、適宜、行やページを増やしていただいてかまいません。
	１．応募の動機・理由を簡単に記載


	２.学習予定の概要を（イ）（ロ）に触れながら以下のＡ.Ｂ.Ｃ.３点について記載
（イ）気づき（児童生徒に気づきをどう促すか）
（ロ）自ら調べ考える（児童生徒にどう考えさせるか）
　　※大学生本人ではなく、今後教員となった大学生がどのように取り組んでいくのかお書きください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Ａ.授業の狙いと特徴（住生活向上の視点を含めてお書きください）
Ｂ.学習の流れ（指導計画）
Ｃ.中心となる活動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


	３．授業とガイドライン「住教育の領域」との関りについて記載



	４．助成金の主な使用用途について記載　　例）商品名　●●円　生徒の教材として配布



	その他特記事項




※他に添付資料がありましたらお付けください。（A4 10枚程度まで）

